
●県男女共同参画週間事業（７／２５～７／３１）
7/25～31は，本県独自で定めた鹿児島県の「男女共同参画週間」です。県民の皆様へ男女共同参画について理解

と関心を深めてもらうため，毎年，民間団体との協働により様々なイベントを行っています。
平成28年度は，かごしま女性政策研究会と協働で，2025年問題に焦点を当て，基調講演，ワークショップ等を通

して，世代を超えて，「支える側」と「支えられる側」が分断されない“一人ひとりの人権の尊重”に根差す男女
共同参画の視点に立った地域づくりなどについて考えました。

平成28年度全体テーマ：男女共同参画による“2025年問題”へのアプローチ
～私たちの未来について世代を超えて考えるしみんラボ～

2025年問題…団塊の世代の人々が75歳以上の後期高齢者になることによって，医療・介護・福祉サービスの需要
が急激に高まり，負担と給付のバランスが大きく変わることから，社会保障財政への影響が懸念されることをはじ
めとする様々な問題が生じることが予測されます。これを2025年問題といいます。

基調講演

オープニング
基調講演に先立ち，オープニングとして，スライドショーを上映。
参加者が2025年問題を自らに引き寄せて捉え，この一日が，私たちの幸せのために，いま

私たちがやるべき事を考えあう時間であることを共有しました。

「老若男女参画」のまちづくり
～一人ひとりの力をどう活かすか？～

講師：宮本太郎さん（中央大学法学部教授）

基調講演では，2025年問題を悲観的な側面ばかりで捉えるのではなく，従
来の「支える」「支えられる」の二分法の考え方を見直し，新しい支え合い
の形を作り出す絶好の機会と捉えられるという考え方を共有しました。

※講演の要旨は「鹿児島県男女共同参画センターだより」vol.31でご覧になれます。



展示

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
for大人

しみんラボ！
ファシリテーター：髙﨑恵さん（ワークショップデザイナー）

助言者：宮本太郎さん

基調講演での“気づき”を手がかりに，“「私」にとっての2025年問
題”をテーマに，性別・世代・障害の有無等を超えた多様な立場の人達
との交流・対話を目的に実施しました。参加者それぞれが，基調講演を
聴いて，印象に残ったことや思ったこと，考えた事をスケッチブックに

書き出し，それらを元に，これから私たちが何ができるかを提言に
まとめあげることにチャレンジしました。

男女共同参画の視点でみる2025年問題

じゆうをもっとたのしくをもっとすきになろうよ！
えほんづくりワークショップ （小学生対象）
ファシリテーター：髙﨑恵さんと

男女共同参画ジュニアリーダー
男女共同参画ジュニアリーダーが誕生して３年目の今年も，企画・実践のあらゆる段階で大

活躍でした！タイトルもジュニアリーダーが考案してくれました。
子ども達は，日常ではない場の中で，初めてのお友達とそれぞれの得意・苦手を助け合った

り，補いあったり，自分自身で乗り越えたりしながら，世界に一つだけの絵本を作成しました。

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
for子ども

7/25～31の期間中に，県庁18階展望ロビーと県民交流センター２階展
示ロビーの２ヵ所で，パネル展示を行いました。

私たちの暮らしの現状を見つめ，今後を考える契機とするため，男女
共同参画の視点から見た2025年問題に関わる９つのデータ（人口構成，
介護，子育て，就労，高齢者世帯や母子世帯の暮らしの現状など）を取
り上げました。






